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研究要旨 

薬剤耐性菌が世界中に拡大し問題となっているなかで、わが国は 2016 年 4 月に「薬剤

耐性（AMR）対策アクションプラン」を発表した。本アクションプランでは各領域に於い

てエビデンスの不足している部分を挙げ、これに対する研究開発もその達成すべき項目

に掲げている。本研究は薬剤耐性（AMR）対策アクションプランの目標の達成のために

必要とされるサーベイランス、教育啓発の手法開発、AMR の医療経済的影響について研

究を行うことを目的として行われた。 

医療関連感染サーベイランスに関する研究では、薬剤耐性の状況を包括的に示すため

のサーベイランスプラットフォームである J-SIPHE を整備し運用を開始した。また介護

老人保健施設での感染対策の状況について調査を行い、結果を基にサーベイランスプラ

ットフォームの構築を開始した。抗菌薬使用量サーベイランスに関する研究では日本で

の抗菌薬使用量・販売量を算出して全体としての相関を検討し、個別の疾患や領域では抗

菌薬の活用状況について更なる解析を行った。抗微生物薬適正使用サーベイランスに関

する研究では各感染症の診療を抗菌薬使用状況を中心に調査し、課題を抽出した。加えて

また医療機関での抗菌薬適正使用プログラムの設定状況の調査を完了し、プログラムに

よる介入が医療機関に及ぼす影響について検討した。AMR 対策の教育啓発に関する研究

では一般市民の AMR に関する意識調査を反復し、意識は短期間では変化しないことを示

し、小学学校向け教育支援ツールを開発し展開した。加えて内閣官房により表彰された地

域での優良取り組み事例の情報収集と提示を継続した。AMR の医療経済的評価に関する

研究ではアウトブレイクを経験した医療機関は対策費用だけでなく逸失収入も含めて多

くの経済的負荷を被ることを明らかにした。AMR 対策に関する政策を日英間で国際比較

しその相違点を明らかにすると共に、大規模・多施設データベースを用いて抗菌薬耐性菌

と感受性菌による感染症では疾患負荷に差があることを示した。院内感染対策の実態調

査では多くの質問項目の実施率は高かったが、各施設でバラツキのある項目も認められ

た。 

本研究では AMR が社会に与える負荷をサーベイランスを行って明らかにしながら、

AMR 対策に実効性を持たせるための教育啓発の手法について研究を行ってきた。病院に

ついてはサーベイランスの基盤ができたため、今後はそのデータの分析活用を行い、同時

に対象を地域に広げていくことが必要である。また薬剤耐性や抗菌薬に関する一般国民

の意識の変化には長い時間を要するため、今後学校教育を含め普及・啓発活動を広げてい

くことで、意識の変容を促していく必要がある。院内感染対策の経済的負担、院内感染対

策の要改善領域を明らかにされたため、今後情報提供による介入効果が期待される。 
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A. 研究目的 

薬剤耐性菌が世界中に拡大し問題

となっているなかで、わが国は

2016 年 4 月に「薬剤耐性（AMR）

対策アクションプラン」を発表し

た。本アクションプランでは 1 普

及啓発・教育、2 動向調査・監

視、3 感染予防・管理、4 抗微生

物剤の適正使用、5 研究開発・創

薬、6 国際協力主要 6 分野で目標

を掲げて活動を推進していく。アク

ションプランでは現時点では各領域

に於いてエビデンスの不足している

部分を挙げ、これに対する研究開発

もその達成すべき項目に掲げてい

る。 

具体的には、動向調査・監視にお

いては日本における薬剤耐性の状況

を包括的に示すことが必要である。

医療関連感染症の発生状況を院内だ

けでなく院外からも収集し、地域や

医療機関での対策に役立て、かつ日

本の代表性のある統計を得る必要が

あるが、この体制は確立されていな

い。また抗菌薬適正使用の推進のた

めには感染症診療の適切性を評価す

るサーベイランスが必要だが、本邦

ではまだ整理されていない。さら

に、抗菌薬使用量も日本全体での使

用状況は十分には示されていない。

アクションプランを確実に実行する

ためには上記の欠けている知見を得

ていくことが必要である。 

本研究では薬剤耐性（AMR）対

策アクションプランの目標の達成の

ために必要とされるサーベイラン

ス、教育啓発の手法開発、AMR の

医療経済的影響について研究を行う

ことを目的とする。 

 

B. 研究方法 

1. 医療関連感染（HAI）サーベイランス

に関する研究 

① 【 J-SIPHE 構 築 】  薬 剤 耐 性

(AMR)対策に関するサーベイラ

ンスプラットフォーム（Japan 

Surveillance for Infection 

Prevention and Healthcare 

Epidemiology（J-SIPHE））を構築

するために、世界銀行の「中・高

所得国」を対象に HAI サーベイ

ランスの現状や問題点の調査、お

よび Delphi 法を用いたサーベイ

ランス項目を選定した。 

② 【介護老人保健施設の実態調査】

介護老人保健施設の医療関連感

染症および抗菌薬使用の現状を

把 握 す る た め に 、 Point 

Prevalence Survey を行った。 

③ 【JANIS 感度分析】JANIS 参加
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医療機関の増加が薬剤耐性菌割

合の変化に及ぼす影響を確認す

るために、JANIS 検査部門情報を

用いて、初期からの継続参加医療

機 関 に お け る Methicillin-

Resistant Staphylococcus aureus 

（ MRSA ） お よ び

Fluoroquinolone resistance rate 

of E.coli (FQREC)検出状況の推

移を検討した。 

④ 【薬剤耐性菌の疾病負荷調査】 

日本国内における感染症の罹

患率、薬剤耐性菌の検出頻度、お

よびそれらの微生物によって生

じる疾病負荷を推定した。 

2. 抗菌薬使用量（AMU）サーベイラン

スに関する研究 

① 【日本国内の抗菌薬販売量に関

する調査（2013-2017）】 

IQVIA 社のデータを用いて, 

2013 年から 2017 年までの日本

の抗菌薬販売量を系統別に調査

し, 抗菌薬に関わるコストの変

化を解析した.  

② 【薬剤卸販売量データを用いた

日本国内の抗菌薬使用量に関す

る研究 （2013-2016）】 

IQVIA 社のデータを用いて, 

2013 年から 2016 年までの都道

府県別, 年別の抗菌薬使用量を

集計・分析した.  

③ 【外来における静注抗菌薬に関

する調査】 

レセプト情報・特定健診等情報

データ ベース (NDB)を用い て

2016 年に外来で使用された注射

薬使用量を抽出した.  

④ 【日本における注射用抗菌薬増

加の原因についての研究】 

レセプト情報・特定健診等情報

データベース(NDB)を用いて入

院・外来で使用された注射抗菌薬

の情報を抽出し, 経時的に注射

薬使用量が増加している原因を

検討した.  

⑤ 【日本の歯科における抗菌薬使

用量の研究】 

レセプト情報・特定健診等情報

データベース(NDB)を用いて歯

科における抗菌薬使用量の情報

を抽出し, 評価した.  

⑥ 【日本の抗真菌薬使用量につい

ての研究】 

レセプト情報・特定健診等情報

データベース(NDB)を用いて, 

国内で使用された抗真菌薬の使

用量情報を抽出し, 評価した.  

⑦ 【NDB を利用した特別養護老人

ホーム, 在宅医療における抗菌

薬使用量の研究】 

レセプト情報・特定健診等情報

データベース(NDB)を用いて特

別養護老人ホーム, 在宅医療に

おける抗菌薬使用量を抽出し, 
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評価した.  

⑧ 【本邦の抗菌薬販売量データと

レセプト情報データに基づく使

用量変化の差に関する研究】 

販売量 (S-AMU) はIQVIA社

のデータを, レセプト情報によ

る使用量 (C-AMU) はレセプト

情報・特定健診等情報データベー

ス（NDB）を用い, 2013 年から

2017 年までの抗菌薬使用量を内

服・注射薬に分けて抽出し, 両者

を比較することで各データの限

界を検討した.  

⑨ 【二次医療圏単位で抗菌薬使用

量を調査する際に受ける人口流

入出の影響についての研究】 

レセプト情報・特定健診等情報

データベース(NDB)を用いて二

次医療圏ごとに抗菌薬使用量を

抽出し, 人口流入出による使用

量への影響を検討した.  

⑩ 【介護付き有料老人ホームの抗

菌薬使用量のパイロット調査研

究】 

有料老人ホーム数施設から処

方された処方箋を調剤している

薬局と協力し, 処方記録を用い

て 2016 年における 6 施設の抗

菌薬使用量を調査した.  

⑪ 【DPC データを用いた抗菌薬使

用量調査の有用性の検討】 

国立国際医療研究センター病

院で 2016 年 4 月～2017 年 3 月

までに使用された静注抗菌薬 35

種類について, DPC データの一

種である EF統合ファイルから算

出した AMU とデータウェアハ

ウス（DWH）を用いて電子カル

テから算出した AMU を比較し, 

EF ファイルを用いた抗菌薬使用

量集計の妥当性を検証した.  

⑫ 【病院薬剤師を対象とした各病

院における抗菌薬使用量把握の

問題点の抽出】 

日本病院薬剤師会および, 日

本感染症教育研究会のメーリン

グリストを利用し, 病院薬剤師

を対象とした抗菌薬使用量集計

の現状に関するアンケート調査

を行った.  

⑬ 【Defined Daily Dose の変更に

よって受ける全国抗菌薬使用量

変化の検討】 

2013 年の日本の抗菌薬販売量

と EU に加盟している 30 か国の

2012 年の抗菌薬使用量情報を用

いて, 内服アモキシシリン, ア

モキシシリン・クラブラン酸, そ

れぞれの DDD 変化により生じ

る国全体の抗菌薬使用量への影

響を評価した.  

⑭ AMU 自 動 集 計 プ ロ グ ラ ム

（ACAS）と J-SIPHE の連携体制

の構築 
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抗菌薬使用量の自動集計プロ

グラム（ACAS）は、販売量やレ

セプト情報・特定健診等情報デー

タベース（NDB）、各医療機関の

払い出し量などを集計できる。入

院費定額払い方式（DPC）導入施

設に提出が義務付けられている

診療明細情報・行為明細情報（EF

ファイル）から抗菌薬の成分毎の

使用量（力価）と使用日数（日）

が注射及び内服共に自動集計し

て取り込めるよう整備を行った。 

⑮ 感染症治療に用いられる抗菌薬

以外の医薬品 

感染症治療に用いられる抗菌

薬以外の医薬品における使用状

況の把握：新たな AMU の状況把

握として各種ワクチン、グロブリ

ン製剤、抗菌薬含有点眼剤の販売

量を IQVIA より入手し、集計作

業の準備を行った。 

⑯ 新たな評価指標の探索 

DID(DDDs/1,000 

inhabitants/day) 、 TID

（DOTs/1,000 inhabitants/day）、

PID(Number of patients/1,000 

inhabitants/day) に基づき NDB

を用いて使用日数、使用患者を使

用し、抗 MRSA 薬における AMU

を算出した。 

⑰ 販売量と NDB が乖離する原因

の探索 

抗 MRSA 薬の販売量と NDB

の使用量の差を調査し、乖離の原

因について調査した。 

 

 

3. 抗微生物薬適正使用（AMS）サーベイ

ランスに関する研究 

① 【非細菌性気道感染症に対する

処方傾向と関連因子の研究】 

JMDC のデータベースを用い

て 2012 年 4 月から 2017 年 7 月

の間の患者情報, 診断情報, 治

療情報, 医療施設情報を抽出し, 

抗菌薬処方傾向とその関連因子

について検討した.  

② 【非細菌性気道感染症に費やさ

れている薬剤費用の推定】 

各年齢群において非細菌性気

道感染症に使用されている抗菌

費を集計し, それぞれの人口に

よる重みづけを行った. 人口カ

バー率や処方割合の不確実性に

ついては 95%信頼区間により, 

推定値の幅を示した.  

③ 【急性膀胱炎に対する抗菌薬使

用量の調査】 

JMDC のデータベースを用い

て, 2013 年 1 月から 2016 年 12

月までの間に単純性膀胱炎に使

用された内服抗菌薬についてそ

の割合を調査した. また, その

処方日数を調査した.  
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④ 【日本の 3 次医療病院における

カルバペネム適正使用支援 8 年

間の経験と処方後監査とフィー

ドバックの効果】 

感染症コンサルテーションの

みを行っていた Term A, モニタ

リングとメールによるフィード

バックを行っていた Term B, 抗

菌薬適正使用支援チーム（AST）

による PPRF を行っていた Term 

C に分類し, Interrupted Time 

Series Analysis（ITSA）解析を行

った. アウトカム指標として, 

1000 入院延べ患者数あたりの耐

性 菌 お よ び Clostridioides 

difficile 感染症の発生密度を評価

した. さらに, CAR 購入費用削減

効果を評価した.  

⑤ 【静岡県東部地域の病院におけ

るセファロスポリン, マクロラ

イド, キノロン採用の研究】 

静岡県東部地域の 33 病院に対

し, 院内で採用している内服抗

菌薬についてアンケート調査を

行った.  

⑥ 【小児のマイコプラズマ感染症

に関する抗菌薬使用の変化の調

査】 

JMDC のデータベースを用い

て, 2010 年から 2016 年の間に処

方された抗マイコプラズマ薬の

割合の変化を観察した. また, 

薬剤の効果の指標としてそれぞ

れの薬剤について, 処方後の入

院率を調査した.  

⑦ 【在宅医療現場における抗菌薬

使用に関するアンケート研究】 

在宅医療法人「悠翔会」に協力

を依頼し, 2018 年 6 月 20 日から

8 月 19 日までの期間で, 13 施設, 

25 名の在宅医に日常行っている

感染症診療についてアンケート

調査を行った.  

⑧ 【抗菌薬適正使用に資する添付

文書の改訂や, 社会保険診療報

酬制度の審査情報提供事例の有

効利用に関する研究】 

メーリングリストを通じて実

際に臨床を行っている医師から, 

添付文書の改訂が必要と考えら

れる薬剤の情報収集を行った. 

また, 国立国際医療研究センタ

ーに所属する感染症を専門とす

る医師 3 名により, 添付文書を

改訂すべき項目を検討した. さ

らに, 社会保険診療報酬制度の

審査情報提供事例の利用方法を

世間に周知した.  

⑨ 【日本の抗菌薬適正使用支援と

抗真菌薬適正使用支援の現状に

ついての研究】 

日本疫学講習会のメーリング

リストを利用し, 240 病院に抗菌

薬適正使用支援と抗真菌薬適正
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使用支援の現状についてのアン

ケートを送付した.  

⑩ 【成人・小児を対象とした日本の

菌血症疫学の研究】 

2010 年 1 月から 2016 年 12 月

にかけ, JANIS に記録された血液

培養検体の検査結果を年齢別に

抽出し, 検出された細菌の変化

を観察した. 結果は小児 (20 歳

未満)・成人 (20 歳以上) で分け, 

それぞれについて経時的な変化

を検討した.  

4. AMR 対策の教育啓発に関する研究 

① 一般市民の AMR に関する意識

調査（2019 年度）  

インターネット調査を用いた

市民対象のアンケート調査を行

い、前年 2017 年度から開始して

いる同内容の調査や諸外国の調

査との比較を行う。 

② 学校向け教育支援ツールの開発 

学校医や学校薬剤師、養護教諭

が AMR に関する授業を行う際

に用いるための教材を作成する

とともに、学校教育に取り入れら

れるよう働きかけを行う。 

③ 地域での取り組み事例の情報収

集と提示 

内閣官房で表彰された薬剤耐

性対策の普及啓発活動に取り組

む優良事例や地域で AMR 対策

に取り組む先進的な事例を取材

記事にして、AMR 臨床リファレ

ンスセンターが運営する AMR

啓発ウェブサイトに事例紹介と

して掲載する。 

5. AMR の医療経済的評価に関する研究 

① 【アウトブレイク負荷】 

薬剤耐性菌による院内感染の

アウトブレイク(以下、アウトブ

レイク)によって病院が被る経済

的負担を明らかにするため、

2006 年から 2016 年に起こった

アウトブレイクのうち、公表され

ている事例を対象にアンケート

調査を行った。 

② 【院内感染対策の実態調査】 

全国多施設医療機関協力によ

る組織的ＡＭＲ対策の実態調査

を、平成 28 年度に第 1 回、平成

29 年度に第 2 回目を行い、２回

の調査による経年変化を併せて

解析した。各種のサーベイランス

を実施している施設の増加、特定

抗菌薬の使用を届け出制にする

などの変化がみられる一方、この

間に達成率が低いあるいは低下

した項目もあり、最新のエビデン

ス、ガイドライン、文献等の再レ

ビューを行った。 

③ AMR 政策日英比較 

イ ギ リ ス  Imperial College 

London の研究チームと協同し、 

MRSA 予防に関する日本とイギ
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リスにおける政策等を、比較・検

討した。 

④ 大規模・多施設データベースを用

いた AMR の影響評価 

多施設 DPC データと JANIS

様式の検査結果データの統合解

析によって、MRSA 感染症症例

と MSSA 感染症症例において患

者背景考慮した上で医療費・在院

日数・死亡率を比較し疾病負荷の

定量比較を行った。 

6. 地域レベルでの薬剤耐性と抗菌薬使

用状況の関係に関する研究 

① 薬剤耐性状況の地域間格差評価 

広島大学公認の組織である「広

島大学院内感染症プロジェクト

研究センター」を中心とした地域

での菌株収集と疫学解析の仕組

みが既に存在する．このセンター

での薬剤耐性サーベイランス機

能の評価を行った． 

② 薬剤感受性と抗菌薬使用状況の

関係の評価 

鳥取大学で開発された地域内

サーベイランスシステム（Inter-

Hospital Organism Comparison 

System: IHOCS）の活用を試みた．

本システムは JANIS 還元データ

を参加施設からサーベイランス

センターに収集し，施設間もしく

は任意のグループ間での比較を

行うもので，JSIPHE の地域版と

言える．特徴は本システムに抗菌

薬使用量のデータを統合するこ

とが可能な点で，広島県病院薬剤

師会の 30 施設に協力を依頼し，

抗菌薬使用データの提供を求め

た．現在一部の施設からのデータ

提供が始まっている．今後県内全

域からのデータを収集すること

で，地域ごとの薬剤感受性と抗菌

薬使用状況との関連を明らかに

することを目指している． 

C. 研究結果 

1. 医療関連感染（HAI）サーベイランス

に関する研究 

① 【J-SIPHE 構築】 

138 国を対象に HAI サーベイ

ランスの内容を調査し、対象国の

約 30%に全国的な HAI サーベイ

ランスシステムがあることを示

した。また、Delphi 法にて J-

SIPHE の調査項目を選定し、

2019 年 1 月より J-SIPHE の運用

を開始した。 

② 【介護老人保健施設の実態調査】 

126 施 設が 参 加 、 入 所者 の

1.7％に抗菌薬が使用され、疾病

内訳は尿路感染症、肺炎が多く、

使用抗菌薬は、キノロン系、第３

世代セファロスポリンが多くを

占めていたことを明らかにした。 

③ 【JANIS 感度分析】 

MRSA の検出割合および絶対
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数は継時的に減少、FQREC は経

時的に増加した。パネルデータ解

析にて、2014 年からの参加施設

増加は、耐性率トレンドに有意な

影響を及ぼしていない事を示し

た。 

④ 【薬剤耐性菌の疾病負荷調査】 

2011 年から 2017 年までの

MRSA およびフルオロキノロン

耐性大腸菌(FQREC)の菌血症に

よる死亡数を推定した。MRSA

の死亡数は減少傾向で、2017 年

には 4224 名、FQREC の死亡数

は増加傾向で、2017 年には 3915

名であることを示した。 

2. 抗菌薬使用量（AMU）サーベイラン

スに関する研究 

① 【日本国内の抗菌薬販売量に関

する調査（2013-2017）】 

抗菌薬販売量は, 2013 年 14.9 , 

2014 年 14.5 , 2015 年 14.6 , 2016

年 14.6, 2017 年 13.8 DID であ

り, 2013 年比で 2017 年は 7.3%

の減少を認めた. 抗菌薬使用量

減少による医療費の削減は, 437

億円と推定された.  

② 【薬剤卸販売量データを用いた

日本国内の抗菌薬使用量に関す

る研究 （2013-2016）】 

全国の DID は, 経口薬では

2013 年から 2016 年にかけて

13.99 から 13.63 に減少した. 一

方, 注射薬は 0.96 から 1.03 へ増

加した. 都道府県別にみると, 

2016 年 で 最 大 の 都 道 府 県 

(18.69 DID) と最小の都道府県 

(11.20 DID) では 7.50 DID の差

があった. フルオロキノロン薬

の処方割合は西日本に偏ってお

り, 抗菌薬の種類による地域の

偏りもみられた.  

③ 【外来における静注抗菌薬に関

する調査】 

外来における注射薬の使用量

は 0.51 DOTID であり, 外来に

おける注射薬全体の 31%を占め

た. アミノグリコシドが最も多

く使用されており, アミノグリ

コシドの 55.6%が小児に使用さ

れていた.  

④ 【日本における注射用抗菌薬増

加の原因についての研究】 

2013 年から 2017 年にかけて

各年齢群の注射用抗菌薬使用量 

(DID) は , 小 児 で 0.25, 0.24, 

0.25, 0.24, 0.22, 生産年齢で 0.37, 

0.36, 0.37, 0.37, 0.36, 高齢者で

2.07, 2.00, 2.02, 2.01, 2.02 と変

化した. 小児, 生産年齢, 高齢者

それぞれの群での DID の変化率 

(2013-2017) は-11.88%, -2.76%, 

-2.08%であり, 一方, 全年齢で

の変化率は+3.16%であった. そ

れぞれの年齢群の DDDs と人口
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変化をみると, 小児, 生産年齢

では DDDs, 人口とも減少傾向

なのに対し, 高齢者では DDDs, 

人口とも増加傾向であった.  

⑤ 【日本の歯科における抗菌薬使

用量の研究】 

2015, 2016, 2017 年の抗菌薬

使 用 量 総 計 は そ れ ぞ れ , 1.23, 

1.22, 1.21 DID であった. セファ

ロスポリン系抗菌薬がいずれの

年も最大であり, それぞれ, 0.80 

(65.6%), 0.80 (65.2%), 0.77 

(63.7%) DID であった.  

⑥ 【日本の抗真菌薬使用量につい

ての研究】 

2013 年から 2017 年において, 

内服・注射薬を合計した DID は

それぞれ, 0.29, 0.28, 0.27, 0.26, 

0.26 であった. 2017 年の抗真菌

薬のうち, 注射薬ではミカファ

ンギンが 58.5%と注射薬使用量

の半分以上を占めた.  

⑦ 【NDB を利用した特別養護老人

ホーム, 在宅医療における抗菌

薬使用量の研究】 

都道府県別に特別養護老人ホ

ームで使用された 1000 定員・1

日あたりの抗菌薬使用量を中央

値 [四分位範囲] (最大値, 最小

値) で示すと, 全体で 5.12 [4.44 

– 7.63] (1.35-21.05) DDDs であ

り, 都道府県により大きなばら

つきがみられた. 年齢区分別に

在宅医療で使用された抗菌薬使

用量を 1,000 診療・1 日あたりで

示すと, 小児で 412.7 , 生産年齢

で 30.5, 高齢者で 0.88 DDDs で

あり, 大きな差がみられた.  

⑧ 【本邦の抗菌薬販売量データと

レセプト情報データに基づく使

用量変化の差に関する研究】 

日本の抗菌薬使用量は, 2013

年時点では S-AMU が C-AMU

よりも大きかったが, 徐々に差

がなくなり, 2015 年で逆転した. 

注射薬では先発品, 後発品とも

販売量が NDB よりも持続的に

高かったのに対し, 内服薬では

後発品のみ, NDB が販売量を上

回ったため, 内服薬後発品の卸

会社を介さない直接販売が乖離

の一因と考えられた. また, 医

科レセプト, 調剤レセプトの電

子化率は持続的に高かったが, 

歯科レセプトにおける電子化率

は 2013 年から 2015 年にかけて, 

55.7%, 69.5%, 96.0%と急激に上

昇していた.  

⑨ 【二次医療圏単位で抗菌薬使用

量を調査する際に受ける人口流

入出の影響についての研究】 

全国の DID は 17.21 であった. 

都道府県では, 夜間人口, 昼間

人口で補正したそれぞれの DID 
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(中央値 [四分囲範囲] (最小値, 

最大値))は 17.20 [15.91,18.41] 

(14.17-20.80 ） , 17.46 

[16.12,18.40] (14.22-20.81) で

あり, 二次医療圏ではそれぞれ

16.12  [14.20,18.17] (8.31-

43.08), 16.58  [15.56,18.53] 

(8.19-24.19）であった. 都道府県, 

二次医療圏とも, 都心部では夜

間人口で補正した値が昼間人口

で補正した値よりも高く, ベッ

ドタウンではその逆であった. 

乖離は関東, 関西の中心部とそ

の周辺部に強く見られた.  

⑩ 【介護付き有料老人ホームの抗

菌薬使用量のパイロット調査研

究】 

全 抗 菌 薬 使 用 量 の DID は

15.3 であった. 各抗菌薬の DID

の割合は, マクロライドが 5.8 

(38.2%) と最多であった. 各施

設の抗菌薬使用割合は, マクロ

ライド 13.2%-55.3%, フルオロ

キノロン 5.5%-37.2%, セファ

ロスポリン 0%-32.3%,  ST 合剤 

0%-76.3%, テト ラサ イク リン 

0%-25.9%, ペ ニ シ リ ン  0%-

26.7%と大きな施設差があった.  

⑪ 【DPC データを用いた抗菌薬使

用量調査の有用性の検討】 

EF 統合ファイルから集計した

AUD と電子カルテから集計した

AUD の相関係数は 0.998, DOT

の相関係数は 0.999 であり, どち

らも統計学的に有意に相関して

いた.  

⑫ 【病院薬剤師を対象とした各病

院における抗菌薬使用量把握の

問題点の抽出】 

AMU 集計作業は加算 1 取得施

設の 70.2%で,  加算 2 取得, ま

たは未取得施設の 71.9%で薬剤

師 1 名のみで行われていた.  加

算 1 取得施設の 54.8%, 加算 2 取

得, または未取得施設の 40.6%

で, 集計作業は通常の業務時間

外に行われており, 電子カルテ

を使用して AMU 集計をしてい

る施設は加算 1 取得施設で多く, 

薬剤部の仕組みを使って集計し

ている施設は加算 2 取得, また

は未取得施設で多かった. いず

れも統計学的な有意差はなかっ

た.  

⑬ 【Defined Daily Dose の変更に

よって受ける全国抗菌薬使用量

変化の検討】 

内服アモキシシリン, アモキ

シシリン・クラブラン酸の DDD

変更による国の抗菌薬使用量の

変化の中央値 (最大値, 最小値) 

は －13.5% (－19.2%, －2.4%) 

であった. 最も影響を受けた 3

カ国はスペイン (－19.2%),  フ
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ラ ン ス  (－19.1%), ベ ル ギ ー 

(－19.0%) で あ り , 日 本 

(－2.4%), ス ウ ェ ー デ ン 

(－3.7%), ノ ル ウ ェ ー 

(－5.1%) は影響が小さかった.  

3. 抗微生物薬適正使用（AMS）サーベイ

ランスに関する研究 

① 【非細菌性気道感染症に対する

処方傾向と関連因子の研究】 

調査期間の開始月と終了月の

間に, 100 受診当たりの抗菌薬処

方数は 19.2%減少した. 処方さ

れた抗菌薬のうち, 89%が広域抗

菌薬であった. 60 歳以上の患者

に比べ, 13-18 歳, 19-29 歳, 30-39

歳で抗菌薬処方割合が高く, 内

科, 耳鼻科は抗菌薬処方率が高

かった. また, 診療所, 有床診療

所では, その他の病院に比べて

抗菌薬処方割合が高かった.  

② 【非細菌性気道感染症に費やさ

れている薬剤費用の推定】 

2013 年から 2016 年にかけて, 

非細菌性気道感染症に費やされ

ている費用はそれぞれ, 423.6 

(416.8-430.5), 340.9 (335.7-

346.2), 349.9 (344.5-355.3), 

297.1 (292.4-301.9) 100 万米ド

ルと推定された.  

③ 【急性膀胱炎に対する抗菌薬使

用量の調査】 

単純性膀胱炎への処方はセフ

ァロスポリンおよびファロペネ

ムが全体の 41.4％, フルオロキ

ノロンが全体の 53.2％であり, 

セファロスポリンおよびファロ

ペネムのうち, 91.5%が第 3 世代

のセファロスポリン薬であった. 

抗菌薬投与日数は, ST 合剤を除

いたすべての薬剤で 5 日間が多

かった.  

④ 【日本の 3 次医療病院における

カルバペネム適正使用支援 8 年

間の経験と処方後監査とフィー

ドバックの効果】 

Term B 直後は CAR-DOT が

減 少 し た が , 期 間 中 は CAR-

DOT に大きな減少は見られな

かった. Term C では開始直後は

有意な変化を認めなかったが, 

期間中は CAR-DOT が統計学的

に有意に減少した. 耐性菌は経

年 的 な 変 化 が な か っ た が , 

Clostridioides difficille 感染症の

発生密度は有意に減少した.  

⑤ 【静岡県東部地域の病院におけ

るセファロスポリン, マクロラ

イド, キノロン採用の研究】 

第 1 世代セファロスポリンは

22.5%のみで採用されていたが, 

第 3 世代セファロスポリンはす

べての病院で採用されていた. 

64.5%の施設で 2 種類以上の第 3

世代セファロスポリンが, 67.7%
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の病院が 2 種類以上のフルオロ

キノロンが採用されていた.  

⑥ 【小児のマイコプラズマ感染症

に関する抗菌薬使用の変化の調

査】 

2012 年以降, テトラサイクリ

ンの使用割合は減少傾向となり, 

低年齢群ではフルオロキノロン

が, 高年齢群ではマクロライド

の使用割合が増加した. 2012 年

におけるマクロライド使用後の

入院率, フルオロキノロンの入

院率はそれぞれ 4.5%, 3.6%とフ

ルオロキノロンのほうが有意に

低かったが, 2016 年ではそれぞ

れ 2.5%, 2.6%と有意差がなくな

った.  

⑦ 【在宅医療現場における抗菌薬

使用に関するアンケート研究】 

肺炎が疑われる患者で喀痰培

養を提出すると回答した医師は

居宅で 76%, 施設で 80%であり, 

尿路感染症が疑われる患者で尿

培養を提出すると回答した医師

は居宅 76%, 施設 76%であった. 

血液培養採取をすると回答した

医師は, 肺炎で 32%, 尿路感染

症で 40%, フォーカス不明の軽

度の発熱で 28%であった. 疾患

に関わらず, 注射はセフトリア

キソン（全体の 87.0%）, 内服は

レ ボ フ ロ キ サ シ ン （ 全 体 の

53.4%）, を選択する医師が多か

った.  

⑧ 【抗菌薬適正使用に資する添付

文書の改訂や, 社会保険診療報

酬制度の審査情報提供事例の有

効利用に関する研究】 

アンケートの回答では, 用法

用量に関する意見が 121, 適応

症や適応菌種に関する意見が 83, 

使用上の注意に関する意見が 1, 

その他が 6 であった. 感染症医 3

人による検討で, 最も迅速な改

訂が求められると考えられた抗

菌薬の使用法は, 「アンピシリン

の投与回数」, 「アモキシシリン

の適応症 (副鼻腔炎の追加)」, 

「アモキシシリン投与量の増加」, 

「セファゾリンの適応症 (周術

期感染症予防の追加)」, 「セフメ

タゾールの適応菌種 (基質拡張

型ベータラクタマーゼ産生菌の

追加)」, 「セフェピムの適応菌種 

(ステノトロフォモナス・マルト

フィリアの除外)」, 「セフェピム

の小児適応の追加」, 「ST 合剤

の適応症 (皮膚軟部組織感染症

と単純性膀胱炎の追加)」, 「ST

合剤の警告文の改訂」, 「クラリ

スロマイシン(錠剤) の適応菌種 

(百日咳の追加)」, 「アジスロマ

イシンの適応菌種 (百日咳の追

加)」であった. 社会保険診療報
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酬制度の審査情報提供事例の利

用方法は, 感染症学雑誌に投稿

することで周知した.  

⑨ 【日本の抗菌薬適正使用支援と

抗真菌薬適正使用支援の現状に

ついての研究】 

事前許可性は, 広域抗菌薬に

対して 4 病院（10%）, 抗真菌薬

に対して 1 病院（3%）で行われ

ていた. 届出制は, 広域抗菌薬

に対して 37 病院（95%）で, 抗

真菌薬に対して 2 病院（5%）で

行われていた. 7 日以内の介入は, 

広域抗菌薬では 17 病院（44%）, 

抗真菌薬では 3 病院（8%）で行

っており, 28 日以内の介入は, 広

域抗菌薬では 34 病院（87%）, 抗

真菌薬では 10 病院で（26%）行

っていた. 7 日以内の広域抗菌薬

への介入は, 大病院（4 病院, 

22.2%）よりも中小病院（13 病院, 

61.9%）の方が多く行われていた.  

⑩ 【成人・小児を対象とした日本の

菌血症疫学の研究】 

小 児 で は Staphylococcus 

aureus (全体の 10.3%), 成人で

は Escherichia coli ( 全 体 の

17.8%) が最も頻度の高い菌血

症であった . E. coli と Klebsiella 

pneumoniae は小児, 成人の両方

で増加しており, 成人の E. coli

菌血症は調査期間で約 2 倍の増

加がみられた. 小児では 2010 年

か ら 2013 年 に か け て S. 

pneumoniae と H. influenzae 菌

血症の減少がみられた. しかし, 

H. influenzae は 2013 年以降も減

少 が 続 い た の に 対 し , S. 

pneumoniae 菌血症は 2013 年以

降, 横ばいであった。 

4. AMR 対策の教育啓発に関する研究 

① 一般市民の AMR に関する意識

調査（2019 年度） 

 「風邪やインフルエンザに抗

生物質は効果的だ」との認識を有

するものは、前年とほぼ同様の

43.8％であった。「薬剤耐性」と

いう言葉の認知度や抗菌薬に関

する情報を得る機会についても、

昨年とほぼ同様であった。国によ

ってさまざまであるが、日本では

正しい知識を持っている人の割

合は EU28 か国の平均の半分程

度であった。 

② 地域での取り組み事例の情報収

集と提示 

地域で AMR 対策に取り組む

事例を 2017 年度は 2 事例、2018・

2019 年度はそれぞれ 4 事例を

「事例紹介シリーズ」として啓発

ウェブサイトに掲載した。  

5. AMR の医療経済的評価に関する研究 

① 【アウトブレイク負荷】 

104 事例のリストを作成し、う
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ち研究への協力が得られた 23 事

例 23 医療機関について項目ごと

の費用分析と関連因子を検索す

るための回帰分析を行った。アウ

トカムの費用としては、封じ込め

の費用（サーベイランス、特殊清

掃・洗浄、物品廃棄・再購入）と

生産性損失（アウトブレイク前後

12 か月ずつの病棟からの医業収

入）とした。結果として、生産性

損失の最高は 4 億 7600 万円、封

じ込め費用の最高は 6 千 980 万

円であった。封じ込め費用の中で

は、サーベイランス費用の最大は

2290 万円、特殊清掃・洗浄の最

大は 3990 万円、1190 万円、物品

廃棄・再購入の最大は 1190 万円

であった。生産性損失の増大に関

して、すべての相互作用を調整す

ると、即時公表の有無のみが統計

的に有意であった（調整後推定係

数 1 億 2800 万円、95％信頼区間

1850 万円-2 億 3800 万円、P 値

0.02）。封じ込め費用については、

外部相談時の累積患者数のみが

統計的に有意であった（調整後推

定係数 35 万 4 千円、95％信頼区

間 6 万 5 千円-64 万 3 千円、P 値

0.02）。結論として、薬剤耐性菌

による院内感染アウトブレイク

が医療機関にもたらす経済的影

響が大きいことが明らかとなっ

た。そのうち、生産性損失が封じ

込め費用に比べて大きかった。 

② 【院内感染対策の実態調査】 

第 1 回調査では 683 病院、第

2 回調査では 563 施設から有効

な回答を得た。望ましいと考えら

れる多くの質問項目の実施率は

高かったが、各施設でバラツキの

ある項目も認められた。抗菌薬の

適正使用について具体的な内容

の策定、医療関連感染のサーベイ

ランス実施率、医療機器の管理な

ど、まだ達成率が低い項目が確認

できたが、その関連要因について

はさらなる研究が必要である。 

③ AMR 政策日英比較:イングラン

ドで は、過去 20 年 間に病 院

MRSA が大幅に減少したが、こ

の改善に最も寄与した介入の種

類に関するコンセンサスはまだ

ない。対して日本では、2000 年

以降、複数の介入が導入され、

MRSA の顕著な減少が観察され

たにもかかわらず、病院における

MRSA 感染の罹患率は比較的高

いままである。薬剤耐性菌に対す

る介入は、自国における疫学的傾

向と関連している必要があるだ

けでなく、文化的・社会的にもう

まく適応する政策を行う必要が

ある。 

④ 大規模・多施設データベースを用
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いた AMR の影響評価: MRSA 感

染症群は MSSA 感染症群に比し

患者背景や感染症発症日を調整

しても MRSA 感染症群は MSSA

感染症群に比し、医療費・在院日

数・死亡率の疾病負荷増加を認め

た。 

 

7. 地域レベルでの薬剤耐性と抗菌薬使

用状況の関係に関する研究 

① 薬剤耐性状況の地域間格差評価 

広島大学院内感染症プロジェ

クト研究センターは，県内 22 施

設および 1 つの検査センターか

ら菌株の収集を行っている．対象

菌株は MRSA，緑膿菌，ESBL 産

生菌，その他耐性傾向の強い菌等

である．これらの菌株で，分子疫

学解析，耐性機序解明，データベ

ース化を行っており，その結果を

施設にフィードバックするとと

もに，県内全体の薬剤耐性状況を

経時的に監視している．また収集

した菌株は各種解析を行って耐

性機序の解明を行っている． 

本プロジェクト研究センター

では広島県内の小医療圏ごとに

耐性状況を比較し，経年的な変化

も評価してきた．この結果，メタ

ロβラクタマーゼ産生のカルバ

ペネム耐性腸内細菌科細菌は，広

島県内全域で，ほぼ同一のプラス

ミドを有する IMP-6 型のメタロ

βラクタマーゼを産生している

ことが明らかになった．ただし分

離菌種の経年変化が顕著で，初め

て検出された 2009 年以降数年間

は肺炎桿菌が中心だったが，

2011 年以降は徐々に大腸菌が増

加し，現在主流は大腸菌である． 

検査センターに集まった他県

のメタロβラクタマーゼ産生カ

ルバペネム耐性腸内細菌科細菌

を分子疫学解析すると，広島県内

と異なり，様々な ST タイプの株

が分離されていた．さらに近畿地

方からの菌株を収集して比較し

たところ，全く異なる IMP 型の

メタロβラクタマーゼを産生す

る株が分離されたていた． 

広島県内においても地域ごと

に耐性傾向は異なっていた．

ESBL 産生菌の菌種は県内の小

県域ごとに異なっており，広島市

地域では大腸菌が多くを占めて

い る の に 対 し ， 他 地 域 で は

Proteus mirabilis の分離頻度が

高いなど，傾向に差が見られた． 

② ２）薬剤感受性と抗菌薬使用状況

の関係の評価 

③  薬剤感受性データは県内の医

療機関から提供を受けた JANIS

還元データを IHOCS に入力し

ている．さらに現在抗菌薬使用量



18 
 

の提供が始まった段階で，今後の

データ集積により，地域ごとの薬

剤 感 受 性 デ ー タ と の 統 合 を

IHOCS を活用して行う予定であ

る。 

 

D. 考察 

1. 医療関連感染（HAI）サーベイランス

に関する研究 

世界各国の HAI サーベイランス現

状や問題を把握し、国内の専門家によ

る Delphi 法を用いることにより、日

本の現状に見合った、医療機関での

AMR 対策に活用できるサーベイラン

ス項目を系統的に明らかにすること

ができた。その結果これらの項目を、

J-SIPHE へ実装した。 

系統的に日本の現状に見合った、医

療機関での AMR 対策に活用できる

項目を明らかにし、J-SIPHE の運用を

開始した。 

高齢者施設の医療関連感染症対策

および抗菌薬使用状況の予備調査を

行い、現状が確認できた。大規模調査

の実現性が確認されたため、現状確認

し、抗菌薬適正使用の土台を構築した。

JANIS 公開情報は、経時的な施設増加

に影響がない事を示し、AMR の推移

を継続的に追う事が可能となった。薬

剤耐性菌の疾病負荷の骨子となる死

亡数を推定した。今後より包括的な疾

病 負 荷 の 指 標 で あ る DALYs や

QALYs を算出するために、更なる基

礎情報を取得する必要がある。 

JANIS 公開情報で示されている全

参加施設分の統計、および JANIS に

初期から継続参加している施設の

MRSA 割合は共に減少傾向であった。

これらの評価指標を元に、AMR の推

移を継続的に追う事が可能となった。 

2. 抗菌薬使用量（AMU）サーベイランス

に関する研究 

販売量を利用した国の抗菌薬使用量

モニタリングにより, 抗菌薬販売量の

減少やその経済効果が明らかになった.  

また, NDB を利用した抗菌薬使用量

モニタリングにより, 様々な領域にお

ける抗菌薬使用に関する問題点が明ら

かになってきた. 一方, 販売量と NDB

両者に関しては長所, 短所があるため, 

特性を見極めてサーベイランスを行う

ことが重要である.  

本邦における抗菌薬販売量と NDB

による抗菌薬使用量のは必ずしも有意

に相関するわけではないことが判明し

た。今後の抗菌薬販売量と NDB による

抗菌薬使用量の使用方法を検討するた

めにも、両者の特徴を明らかにするため

に、この差を説明する因子について更な

る解析が必要である 

3. 抗微生物薬適正使用（AMS）サーベイラ

ンスに関する研究 

本研究により, 抗菌薬適正使用支援

として取り組むべき対象や課題がより
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明らかとなってきた. 今後も引き続き

研究を継続し, 実際の介入や支援につ

なげていく必要がある。 

4. AMR 対策の教育啓発に関する研究 

薬剤耐性や抗菌薬に関する一般国民

の意識を目に見えて変化させることは

長い時間を要すると考えられる。一般

市民対象の調査結果からもその難しさ

がうかがわれた。日本の薬剤耐性アク

ションプランに基づく活動は始まった

ばかりであり、その成果が現れるのに

は数年かかると見込まれるが、学校教

育を含め対象別に普及・啓発活動を広

げていくことで、意識の変容を促して

いく必要がある。 

5. AMR の医療経済的評価に関する研究 

 院内感染対策の実態調査、大規模デー

タによる分析および、政策の分析を行い、

様々な視点からの感染症対策を検討し、

経済的負担、院内感染対策の要改善領域

を明らかにした。AMR 対策の全国多施

設実態調査により国の対策の実態・進

捗・推進の関連要因や、AMR 出現実態

との関係性が可視化され、働きかけるべ

き項目を明らかにし、情報提供による介

入効果が期待される。 

6. 抗微生物薬適正使用サーベイランスに

関する研究 

抗菌薬適正使用サーベイランスは，

その地域での薬剤耐性状況の経年的把

握が基礎データとして必要である．本

研究では広島県内の薬剤耐性菌収集と

分子疫学解析の経年的評価により，県

内の小医療圏間で薬剤感受性や分離株

の傾向が異なることを明らかに出来た．

さらに県内医療機関から提供を受けた

JANIS 還元データと抗菌薬使用データ

との統合による地域アンチバイオグラ

ムの作成を目標としている．ただし診

療所の抗菌薬使用状況の把握が困難な

現状では，中核医療機関からのデータ

を中心とした薬剤感受性情報が抗菌薬

適正使用に活用可能なのかが評価でき

ない点が今後の課題である． 

E. 結論 

本研究では AMR が社会に与える

負荷をサーベイランスを行って明ら

かにしながら、AMR 対策に実効性を

持たせるための教育啓発の手法につ

いて研究を行ってきた。病院につい

てはサーベイランスの基盤ができた

ため、今後はそのデータの分析活用

を行い、同時に対象を地域に広げて

いくことが必要である。また薬剤耐

性や抗菌薬に関する一般国民の意識

の変化には長い時間を要するため、

今後学校教育を含め普及・啓発活動

を広げていくことで、意識の変容を

促していく必要がある。院内感染対

策の経済的負担、院内感染対策の要

改善領域を明らかにされたため、今

後情報提供による介入効果が期待さ

れる。 
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